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1 ．は じめ に

　 前 報
L〕

で は 天 井 断熱 し た 木 造住宅 の 小 屋 裏環 境 に 関 す

る 実験 の 概要 と軒裏換気 方 式 に お け る 換 気 口 の 大 き さの

違 い の 影響 を、主 に 温 湿度環境 の 観点 よ り 比 較考察 し た。

本報で は 実験 に お け る各部風速測定値 か ら空気流量を推

定 し、小屋裏への 各部か らの 加湿量を推定 し た 結果を報

告す る．

2 ．実 験 概要

　前報 と の 重 複 も あ る が 、本検討 に お い て 重要 と思 わ れ

る 事項 を記 述 す る。

2−1．実験住 宅 の 概要

　実 験 住 宅 は 、埼 玉 県 越 谷 市に 建 っ 東 西 切 妻屋 根 を持 っ

平 面 3．64m × 3．64m 、天 井高 2．45m の 1 階建 建物 で あ り、

北 面 は 真北か ら 27D 東 に 振 れ て い る。南側 約 3皿 と東側

約 25m に 隣地 との 塀が、西側 2m に 同規模の 実験住宅 が

あ り、そ の 更 に 西 2．5叩 に 高 さ 15m の 構造実験棟 が あ る。

実験住宅北側 は畑 で 開けて い る （図 1）。

　実験棟の 居室 に は 、部屋中央部 に 問仕切壁 を想定 した

下が り壁 （天 井 よ り 300mm 下 が り）を設 け て い る。そ の

ト端 に は コ ン セ ン ト等 の 隙 間 を 想定 して 開 口 を設 け て あ

り、上 部 に は 気 流 止 め 断熱 材 が 充 填 して あ る （写 真 1）。

相 当隙 間面 積 （測 定 値 〉 は 1cm
！

で あ っ た。通 気 層 の 温 湿

度お よび風速セ ン サーは軒裏天 井か ら約 20cm 下 に設 置 し

た （そ の 他セ ン サー
設置位 置に つ い て は 前報参 照 ）。

2−2．実験条件

　検討 に使用す るデ
ー

タ は、軒裏換気 口 の 開 口 面積を機構

基準
江〕

の 2 倍 （CaseD と機構基準 （Case2） と し、測定期

間 2010tlX26−−2！9 に そ れぞれ 1 週間程度行っ た実験の デー

タで ある，

　居室 の 温湿度に つ い て は、温 度 20℃、相対湿度 50％RH に

制御 し、換気は 換気回数 が ほ ぼ 0．5 回 ／h に な る よ うに パ イ

プ フ ァ ン で 行 う第 2 種換気 と した。
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図 1 実験 住 宅配置 図・平面 図
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写 真 1 室内 下 がり壁

3 ．各部流量 の 推定

3−1．各 部 材 に お け る風 速一通 気 量

　軒裏換気 口 や 通 気 層 で測 定 され た 風 速 か ら空 気 流 量 を

推定す る た め に 、図 2 に 示 す フ ァ ン を 内蔵 し た ダ ク トと

気密箱 よ りな る試験装置 に 軒裏換気部材 あ るい は 通 気層

試験体 を設 置 し、フ ァ ン の 回 転数 を変化 させ て風 速（V ）一通

気量〔Q）の 関係 を求 めた 。 得 られ た v−Q 線 図 を 図 3，4 に示

すc こ れ らの 関 係 を 風 速測 定値 に 適用 し、空 気流 量 を推

定 した．

　居 室 か らの 空気流 量 につ い て は 、実験住宅に お い て 測

定 され た 相 当 隙 間 面 積 （1．Ocm1） お よ び居 室 と小 屋 裏の 差

圧 測 定値 に よ り次 式 に よ っ て 求 め た ，な お 居 室 と小 屋 裏

の 差圧 は、お お よ そ 3Pa 程度で 終 始 安 定 し て い た
。

Q − ・6・ 副 摂
Q ； 空気流量 〔m

コth）　 α A ／ 相当隙間面積 （m り

p ： 居 室の 空気密 度 （kg／m ’）　 ∠ 7’：居 室 と小屋 裏の 差 圧 （Pa ）
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　 図 2 風 速一流 量測 定概 要 　　　 図 4 通 気層 の V−Q 線図

3−2．風 向 お よび空 気 流 量 の 推定

　風 速計の 計測 値の み で は 流れ の 方向が 分か らない ため 、

．ヒで 求 め られ た 流量 の 総和 が 最小 と なる 流れ の 向き （正

負）の 組 み合わせ を求めた （小屋裏 へ の 流入 を正 とする）。

その 結果 の 期 間 平 均値 を表 1 に示 す。流量 の 総 和 の 残 差 は 、

隙 間 か らの 外 気 流入 と し 「軒裏換気 ・そ の 他 」 に含め た。

　居 室 か らの 流 量 は 昼 夜 を 問 わ ず
一

定 で あ る 。 軒裏、通

気 層 と も流 入 量 は 昼 間に 大 き く、夜 間 は 昼 間 の ほ ぼ 半 分

に な っ て い る が、両者 の 割合 は ほ ぼ一
定で あ る 。 換気 口

面積の 違い の 影響 （Casel と Case2 の 比 較 ） に お い て は、

居 室 と通 気 層か らの 流 量 は 換 気 口 面積 の 小 さい Case2 の 方

が 少 な くな る が、そ の 影 響 は 小 さい 。軒裏 ・そ の 他 か ら

の 流 量 は、夜 間 は Case1 で は Case2 の 約 1．8 倍 とな っ て お

り、ほ ぼ 換気 口 面積 に 比 例 して い るが、昼 間 は 1．5 倍 と開
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口面 積 比 よ り小 さい 。昼 間 は 外 部 風 の 変 動 が 大 き くな る

こ と と、日射 に よ る温 度 差 換気 の 影響 が 大 き く な る た め

と考 え られ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1　 推 定流量

G88 巴匸 08s 邑2　流量【m ／h】
く下 段は小屋裏換
　に　 め

居皇
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昼 間平均 ； 1127−2il，2！3−2f8、夜間平均 ： L厂Z7・2，，2，2t3−2tg

4 ．各部加湿量の 推定

4−1．通気層内 の 温 湿 度

　図 5 に機 構 基 準 （Case2） の 通 気 層 の 絶 対 湿 度、温度と

層内風 速 を示 す。通 気 層 絶対 湿 度 は 昼 間 上 昇 し、夜間 は

外 気 よ り低 くな る こ とが 特 徴 で あ る （南側 は 特 に顕 著）。

これ は、通 気層 に 接す る外 装 材 の 面 積 が 大 き く、そ の 吸

放 湿 の 影 響 が 大 き い た め と考 え られ る。．な お、1130 の 南

通 気層 の 絶対 湿 度 が極 端 に 上 昇 し て い る が、降 雨 が 無 か

っ た こ とか ら、雨 の 影 響 で は 無 い ，通 気 層内 の 最高 温 度

を見 る と V3t は 36℃ で あ っ た の に 対 して 1〆30 は 50℃ で

あ っ た こ と か ら、外 装材 か ら の 湿 気放 出 が 多 量 に あ っ た

た め と推 測 され る。
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図5 通 気 層の 温 湿度 および風速 ：Case2
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4−2，小屋 裏へ の 各部か らの 加 湿 量の 推定

　 間仕切 り壁 の 気流止 め が なされ て い る と、夜 間 の 小 屋

裏 の 絶対湿 度は 外気 の それ に 近 い た め （前報 告参 照 ）、外

気 との 換気 に よ る 小 屋 裏排 湿 は 多 く は な い 、しか し、通

気層 の 絶対 湿 度 は 小 屋 裏や 外 気 よ り低 い こ とか ら、小 屋

裏 に連 通 し て い る 通 気層 に よ る 小 屋 裏低 湿 効 果 が 期 待 で

きる。そ こ で 推定 され た 空気 流 量 を用 い て 、次 式 に よ り

各部の 小屋裏 に 対す る加 湿 量 を求 め た。

　罵
＝

ρ 1ρ〆ノ

ーP，9iXi
　　 Wi 　 l外気や通気層か らの 加湿 量 〔gth）　 p ：空気密度 （kg／m ］

）

　　Q ： 小屋裏に 流入する空気量 （m
｝
／h）　 X ： 絶対 湿度 〔gtkgDA）

　 　添字　 i ：小屋裏　 ノ ：外気や通気層

　結 果 を表 2 に 示 す。居 室 か らの 加 湿 量 は小 屋 裏 との 絶

対湿 度差 が 大 きい た め、空気流量 よ り影響 が 大きくなっ

て い る。昼 間は 大 部分 が 換気 口 を通 し て の 換気 に よ る排

湿 で あ る が、夜間に な る と通 気 層 の 低湿 化効果 が 約 30％

も占め て い る 。前述 の 夜間の 通気層 の 絶対湿 度 が外気 よ

り低 くな るた め で あ る。
　　 　 　 表 2 　 推 定 加湿 量 （マ イ ナ ス は 除湿 量）

Caso1 C8602　 　　 　 ‘ 〆h
（下段 は 小麗裏換

気に 占め る割台）
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4−3通 気 層流 量 に つ い ての考察

　Casel の 1〆27〜1！29 の 南北 通気 層の 空 気 流 ：量を 図 6 に示

す。正 が 小屋 裏 へ 流入 す る 量 （上 向 き） で あ る 。 通 気 層

（南） と外気 の 温 度差、測定 され た 外 部 風 向 ・風速を 南

北方向 の 成分 に分 解 した 風 速 （北 壁 に 当 る方 向 を 正 とす

る ） も併記 した （右軸）。昼 間、通 気 層 （南）は 温度の 上

昇に 合 わ せ て 小 屋 裏へ の 流 入 が 大 き く な っ て い る．ま た

1×28 （図 中※ D や lf29 （※2） の 夜間で は 、南か らの 風 の

時 に 通 気 層 （南 ） が 、北 か らの 風 の 時 に 通 気 層 （北 ） が

上 向 き気 流 と な っ て お り、先 に 検討 し た 流れ の 向きの 組

み 合わ せ の 推 定 は 気 流 の 状 況 をお お よ そ 捉 え られ て い る

と 考え る。し か し、1！27 の 早朝 （※3） は 南か らの 風 に対

し て 通 気層 （南）が 下 向 き 気流 とな っ て い る こ とや 、上

昇気流 が 大きい と思われ る 昼 間 の 通 気層 （南） で 時 々 下

向き気流が 生 じて い る な ど、流体 力 学 の 観点 か ら考 え づ

らい 組 み 合わせ も含 ま れ て い る か も しれ ない 。こ れ らの

詳細な検討 は今後 の 課 題 とす る。
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　　　　 　 図 6 通気層流 量：Oasel 　1／27 〜1／2

5 ． まと

　 部 材のP − Q 関係 を 測定し、 実験 住 宅 の 小 屋 裏 へ の 流

を 推定し た 。そ の結 果、 通 気 層を 通 し て の 空 気 流量 は

屋 裏 換気量の13 〜 18 ％ であ る が、 夜 間 は 小屋 裏 の 湿 気

少の約 30 ％ を 担って いる と推
され た。 注 ）住宅金融支援機構共 通仕様書 における 小屋裏 換気ロ

積の基準
値
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